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【本領域の目的】 

 「個性」はどのように創発されるのであろうか？ 

さまざまな「個性」は、ゲノムの個体差（個人ごと

の特徴）が元になっているが、育ち方や生活習慣等

の環境的要因によっても「個性」の発露は変化する。

これは、環境によって遺伝子の働き方が異なる「エ

ピゲノム」機構が存在するからである。認知的能力

やパーソナリティなど、脳神経系の機能に依存した

心的機能においても「個性」は認められるが、その

神経基盤や遺伝的・環境的背景については未だ十分

には明らかにされていない。しかしながら近年、ヒ

トの脳画像等のデータや動物の各種行動観察データ、

神経活動データ等の「ビッグデータ」を扱える時代

となり、多変量統計解析やデータ駆動型研究を行う

ことが可能となった。まさに時代は今、「個性」の

研究に取り組む好機となっている。このような学術

的背景をもとに、新学術領域・複合系において本領

域を立ち上げることとなった。本新学術領域研究で

は、脳神経系発生発達の多様性を解明することによ

り、「個性」創発の理解を目指す。 

 

【本領域の内容】 

 本新学術領域研究では、人文社会系に軸足を置く

A01
 
項目、生物系のA02

 
項目、理工系のA03

 
項目の

計画研究者ならびに公募研究者が密接に連携するこ

とにより、脳神経系発生発達の多様性や介入による

ゆらぎを解明し、集団における「個性」成立の法則

やその意義を明らかにする。ヒトと動物に共通した

モデルを立てることにより、ヒトだけを対象にした

従来の研究では扱うことが難しかった集団内の不適

応や次世代への継承などの問題に関して、動物を対

象とした研究により取り組むことを可能にする。
 

 

【期待される成果と意義】 

 本領域では、神経発生や神経新生、乳児の発達脳

科学、ビックデータや数理工学解析等の既存の分野

を融合させて新たに「個性創発学」分野を形成する

ことにより、広く医学、情報学、教育学、人文学等

の周辺学問領域に大きな影響を及ぼす飛躍的な発展

が見込まれる。また、この活動を国際的なデータシ

ェアリングプラットフォームを構築することにより

推進する。本新学術領域によって形成されるヴァー

チャルな「知の集合体」は、国際社会に大きな貢献

を果たすことが期待される。さらに本研究において

「個性」創発の神経基盤や分子メカニズムを明らか

にすることにより、社会において多様な「個性」の

科学的理解を有効に活かすことが可能になる。「個

性」に関する科学的知見は社会において慎重に取り

扱われる必要があるため、「個性」に関わる科学情

報の発信・利用に伴う倫理的問題を検討し、社会的

合意形成のための基盤を提供する。
 

 
 

【キーワード】 

「個性」：本領域では動物からヒトまで、さまざまな
形質・特質における「個体差」もしくは「個人差」
を「個性」として扱う。 
基本次元モデル：パーソナリティ構造の基本となる
枠組みの次元に関するモデル 

 
【研究期間と研究経費】 
 平成 28 年度－32 年度 
  1,153,000 千円 

 
【ホームページ等】 

http://koseisouhatsu.jp 
info@koseisouhatsu.jp 
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